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研究成果の概要（和文）：２００字以内 
本研究では、多糖ナノゲル-PEG 架橋ナノ微粒子の構築とサイトカイン IL12 との複合化による
長期徐放制御に成功した。また、カチオン性（スペルミン置換）多糖ナノゲルは核酸と効率よ
く複合体を形成し、トランスフェクション効率が高く、毒性の低い新規遺伝子キャリアとして
機能することが明らかになった。さらに、CpGDNA による IL12 産生の増強や siRNA による RNA
干渉においてもキャリアとしての有効性が認められた。	
 
	
 
研究成果の概要（英文）： 
Raspberry-like	
 assembly	
 of	
 polysaccharide	
 nanogels	
 with	
 a	
 high	
 potential	
 as	
 a	
 carrier	
 
for	
 protein	
 delivery	
 was	
 prepared. 	
 The	
 present	
 study	
 proposes	
 a	
 novel	
 therapeutic	
 
intervention	
 technology,	
 taking	
 advantage	
 of	
 slow	
 and	
 sustained	
 release	
 of	
 bioactive	
 
cytokines	
 such	
 as	
 IL12.	
 New	
 siRNA	
 or	
 CpG	
 DNA	
 delivery	
 systems	
 were	
 also	
 developed	
 by	
 
functional	
 cycloamylose	
 nanogels.	
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研究分野：特定領域研究 
科研費の分科・細目：統合がん・A01 
キーワード：癌免疫，サイトカイン，ナノゲル，遺伝子デリバリー，分子シャペロン，カチオ

ン性多糖， 
 
１．研究開始当初の背景 
癌に対する治療の一つとして、サイトカイン
や癌ワクチンなどの免疫療法が注目されて
いる。免疫療法を効率よく行うために DDS の

概念の重要性が明らかになってきた。一般に
サイトカインを用いた免疫療法においては、
その短い半減期に示される生体内での不安
定性や、大量・反復投与による副作用などが、
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有効な抗腫瘍効果を得るための障壁となっ
ている。一方、タンパク質癌ワクチンの開発
においては、抗原タンパク質をデンドリック
セルなどの抗原提示細胞へいかに効率よく
デリバリーし、キラーTcell やヘルパーTcell
を誘導しえるかが大きな課題である。また、
抗原タンパク質の不安定性も大きな問題の
ひとつである。これまでに我々は、疎水化多
糖の自己組織化法により、薬物やタンパク質
を取り込めるナノゲルキャリアを世界に先
駆けて開発した。特に、抗原タンパク質を取
り込ませた多糖ナノゲルがキラーT 細胞を効
率よく誘導し、細胞性免疫による癌免疫治療
法として有効に働くことを見いだし、ヒトへ
の臨床研究が始まっている。	
 この我々が開
発したナノゲル工学による DDS 技術と癌免疫
研究を融合させることで新しい概念の治療
システムの構築が期待される。	
 
 
２．研究の目的	
 
本研究では、我々が独自に開発した分子シャ
ペロン機能を有する自己組織化ナノゲルを
用いて、癌免疫治療における新しいドラッグ
デリバリーシステム（DDS）を設計、利用す
ることを目的とする。具体的には、インター
ロイキンなどのサイトカインの徐放制御担
体としてのナノゲル複合体の機能、および、
Short	
 Interfering	
 RNA	
 (RNAi)や免疫系を活
性化することが知られている CpGDNA のキャ
リアとしてのナノゲルの利用を図り、癌治療
における新規な DDS の開発を目的とする。	
 
	
 
３．研究の方法 
（１）新規機能性ナノゲルの調製	
 
	
 自己組織化ナノゲル法によりさらなる効
率のよい機能性ナノゲルシステムを開発す
るために、分岐構造を有するマンナン、樹状
構造（デンドリック）を有するクラスターデ
キストリンなど糖鎖構造の異なる種々のコ
レステロール置換多糖を合成し、そのナノゲ
ルの特性をサイズ排除クロマトグラフ法、蛍
光スペクトル法、動的光散乱法、静的光散乱
法により評価した。細胞内への取り込みを向
上させるために、多糖に種々のカチオン性部
位を導入した新規カチオン性ナノゲルを合
成し、そのナノゲルの会合特性を検討した。	
 
（２）ナノゲル架橋ゲルの設計と評価	
 
	
 (１)で検討したナノゲルにさらにアクロ
イル基などの重合性基を化学的に導入した。
アクロイル基と反応しえるチオール基を末
端に有する４本鎖ポリエチレングリコール
誘導体を選択し、種々の条件で重合性ナノゲ
ルと反応させてハイブリッドナノゲルの調
製条件を検討した。	
 
（３）新規ナノゲルとタンパク質との相互作
用解析および細胞との相互作用	
 
	
 新規ナノゲルのタンパク質取り込み能に

ついて、サイズ排除クロマトグラフ法、蛍光
スペクトル法、動的光散乱法などにより検討
した。蛍光標識したタンパク質をナノゲルに
取り込ませ、細胞との相互作用をフローサイ
トメトリー法および共焦点蛍光レーザー顕
微鏡により評価した。これらの知見をもとに、
癌免疫治療実験に有効と期待されるナノゲ
ルをスクリーニングし、選択されたナノゲル
とインターロイキン１２（IL-12）などのサ
イトカインおよび抗原タンパク質との相互
作用を検討し、ナノゲル内への封入法を確立
した。	
 
（４）ナノゲルキャリアのサイトカイン癌免
疫療法への応用	
 
	
 IL-12 封入ナノゲルおよびナノゲル架橋ゲ
ルによる CD4	
 T	
 cell の刺激および IFN-g の
産生能を評価した。本実験から有効性の高い
ナノゲル系を選択し、担癌マウス（肝臓）の
治療実験を行った。	
 
（５）ナノゲル核酸キャリアの設計と機能	
 
	
 種々のカチオン性アミノ基を有するナノ
ゲルと核酸（プラスミド、siRNA、CpGDNA）
との相互作用をゲル電気泳動法により検討
した。プラスミドキャリア系においては種々
のナノゲルのトランスフェクション効率を
GFP 発現系やルシフェラーゼ発現系により検
討した。CpG	
 DNA に関しては、カチオン性ナ
ノゲル系を用いたデリバリーシステムの有
効性を、in	
 vitro系でのサイトカイン産生に
より評価した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 これまでの知見をもとに、独自に開発した
分子シャペロン機能を有する自己組織化ナ
ノゲル複合体を用いて、癌治療における新し
い DDS の設計とその応用について研究を推進
した。具体的には、サイトカインの徐放制御
担体としてのナノゲル複合体の利用、および
塩基性ナノゲルを用いたタンパク質や遺伝
子（プラスミド）などの核酸のキャリアとし
ての利用を図り、その有用性を実証した。	
 
	
 
（１）ナノゲル架橋ナノ微粒子の開発:	
 アク
リロイル基を有するナノゲルとチオール基
を有する４本鎖ポリエチレングリコール誘
導体とのマイケル付加反応により、ナノゲル
が数十から数百連結された粒径 50-100nm の
新規ナノゲル架橋ナノ微粒子の合成に成功
した。さらに、サイトカイン（IL12）と効率
よく複合体を形成し、この複合体をラットの
皮下に投与後、血中の IL12 濃度を測定した
ところ、ナノゲル架橋微粒子化によりナノゲ
ルだけの時と比べて、徐放効果が長時間続き、
タンパク質徐放性ナノキャリアとして有用
であることを明らかとした。	
 
	
 
（２）ナノゲル核酸キャリアの設計と機能:



カチオン性（スペルミン置換）多糖ナノゲル
はプラスミドと相互作用し効率よく複合体
を形成した。そのトランスフェクション効率
をルシフェラーゼ発現系により検討し、毒性
の低い新規遺伝子キャリアとして機能する
ことが明らかになった。また、CpGDNA による
IL12産生の増強やsiRNAによるRNA干渉にお
いてもキャリアとしての有効性が認められ
た。	
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